
ⅠⅠⅠⅠ ラスパイレスラスパイレスラスパイレスラスパイレス指数指数指数指数のののの状況状況状況状況

１１１１ ラスパイレスラスパイレスラスパイレスラスパイレス指数指数指数指数とはとはとはとは

仮に国家公務員（一般行政職）がその自治体から給料をもらったら、国家公務員

時を１００として、平均してどれだけもらえるかを数字であらわしたもの。

２２２２ 全般状況全般状況全般状況全般状況

県内市町村のﾗｽﾊﾟｲﾚｽ指数の平均は９２．４、 全国平均は９８．７であり、他

の都道府県と比較して低い状況。

（参考：２０年度の都道府県別の市単純平均では低い方から全国１６位、

町村単純平均では低い方から全国５位）

３３３３ 市町村市町村市町村市町村のののの状況状況状況状況 ((((P３３３３参照参照参照参照))))

○ラスパイレス指数が高い上位３市とその高い理由

生駒市（１００．３）

「国より職員の昇給スピードが速い」

「同じ職名でも国より上位の級に昇級できる」

「国より初任給が高い」

天理市（９９．７）

「国より職員の昇給スピードが速い」

「国より初任給が高い」

大和郡山市（９９．７）

「国より職員の昇給スピードが速い」

「同じ職名でも国より上位の級に昇級できる」

「国より初任給が高い」

○ラスパイレス指数が高い上位３町村とその高い理由

斑鳩町（９５．９）

「同じ職名でも国より上位の級に昇級できる」

「給料表が７級まである」

三郷町（９５．４）

給料の高い上位の役職に高校卒の職員が中心となってついており、他の団

体と比べて高校卒の職員の平均給料が高いため、計算上高くなっている。

川上村（９５．４）

上記と同じ。

ⅡⅡⅡⅡ 職員数職員数職員数職員数のののの状況状況状況状況

１１１１ 全般状況全般状況全般状況全般状況

県内市町村の職員数は平成９年度から１２年間継続して減少。

これは、退職した職員の補充（新規採用者）を抑制しているため。特に、各団体と

も集中改革ﾌﾟﾗﾝの策定以降は、同ﾌﾟﾗﾝの中で掲げた職員数の数値目標の達成に向け

て新規採用を厳しく抑制。

県内市町村職員数（H20.4.1時点） １４，５６７人

対前年比較増減数 ▲４３７人 ※過去最大の削減数

対前年削減率 ▲２．９１％ ※過去最大の削減率

２２２２ 類似団体類似団体類似団体類似団体とととと比較比較比較比較したしたしたした超過人数超過人数超過人数超過人数のののの状況状況状況状況（（（（P４４４４参照参照参照参照））））

類似団体と比較した超過人数の県内市町村合計は８４１人。

特に市において超過人数が多い。

○超過人数が多い上位３市とその主な要因

奈良市（３６４人） 保育所に増員配置、清掃部門直営。

宇陀市（１５０人） 合併の影響で幅広い分野で職員が多い。

桜井市（９９人） 保育所に増員配置、清掃部門直営。



○超過人数が多い上位３町村とその主な要因

田原本町（４７人） 幼稚園に増員配置。

大淀町（３９人） 給食を各学校で調理、保育所に増員配置。

平群町（３４人） 保育所に増員配置、ゴミ収集直営。

３３３３ 集中改革集中改革集中改革集中改革プランプランプランプランにおけるにおけるにおけるにおける市町村職員市町村職員市町村職員市町村職員のののの削減状況削減状況削減状況削減状況（（（（P５５５５参照参照参照参照））））

各市町村とも平成 17 年度から 22 年度にかけての職員数の削減目標を集中改革プ

ランの中で定めて公表。

＜５年間の目標削減率＞

○県全体削減率 △８.３％（全国市町村平均△８.５％）

○目標削減率が低い上位３市

葛城市△３.５％ 奈良市△５.４％ 橿原市△５.９％

○目標削減率が低い上位３町村

田原本町△３.８％ 安堵町△４.４％ 下北山村△５.７％

○目標削減率が高い上位３市

宇陀市△１２.８％ 五條市・御所市△１０.２％

○目標削減率が高い上位３町村

明日香村△２６.４％ 下市町△２１.９％ 広陵町△２０.９％

＜２０年４月時点での進捗率＞

○県全体進捗率 ９０.９％（全国市町村平均７５.３％）

市町村職員は 17 年度から県全体で△７.５％削減。（全国市町村平均△６.４％）

３年目の時点で２０団体において、目標を達成。

○進捗率が低い上位３市

生駒市６０.２％ 大和高田市７１.２％ 香芝市７２.０％

○進捗率が低い上位３町村

御杖村・天川村３３.３％ 広陵町４０.０％

○進捗率が高い上位３市

葛城市１３０.８％ 桜井市１２２％ 御所市１２０.９％

○進捗率が高い上位３町村

吉野町２６８.８％ 野迫川村２００.０％ 安堵町・上北山村１８０.０％

４４４４ 類似団体超過人数類似団体超過人数類似団体超過人数類似団体超過人数とととと削減目標削減目標削減目標削減目標（（（（又又又又はははは実績実績実績実績））））人数人数人数人数とのとのとのとの乖離乖離乖離乖離がががが大大大大きいきいきいきい団体団体団体団体（（（（P５５５５参照参照参照参照））））

集中改革プラン達成後の市町村職員の超過状況を予想する一つの方法として、類

似団体と比較した場合の超過人数と集中改革プランにおける削減目標人数（又は 20

年時点の削減実績人数）との差を分析。

乖離差が大きい市町村では、集中改革プラン通りの職員削減をしても、なお類似

団体と比較して大きな超過人数が生じることが予想される。

○乖離が大きい上位３市

奈良市（差１８４人） 桜井市（差４９人） 宇陀市（差２８人）

○乖離が大きい上位３町村（人口５千人未満の団体除く。該当2団体のみ）

田原本町（差３５人） 平群町（差１２人）（参考）：類似団体と比較した超過人数とは全国の市町村を人口規模と産業構造により類似団体としてグループ分けをし、同じ類似団体の中で各部門ごとの配置職員数の平均値を算出したものをベースにして、比較しようとする団体の人口に応じた配置職員数を計算し、実際の職員数との比較したもの。


